
No 品詞 内容 例

1 名詞
主語になる。
別名、体言。

「中学生」[普通名詞]
「東京」[固有名詞]
「二年生」[数詞]
「私」[代名詞]
「こと」[形式名詞]

2 副詞 動・形容・形容動を修飾する

「ゆっくり」[状態の副詞]
「にっこり」[擬態語]
「ドンドン」[擬声語]
「もっと」[程度の副詞]
「まったく」[呼応の副詞]

3 連体詞 名詞（体言）を修飾する修飾語

「この」[〜の型]
「いわゆる」[〜る型]
「たいした」[〜た・だ型]
「大きな」[〜な型]

4 接続詞 文や文節をつなぐ

「だから」[順接]
「しかし」[逆接]
「そして」[並立・累加]
「それとも」[対比・選択]
「つまり」[説明・補足]

5 感動詞 応答や、呼びかけ

「おや」[感動]
「やあ」[呼びかけ]
「おう」応答
「おはよう」[挨拶]

6 動詞
動作表す。

言い切りの形は「ウ段」
「歌う」
「学ぶ」

7 形容詞
性質や状態を表す。
言い切りの形は「い」

「楽しい」
「かしこい」

8 形容動詞 言い切りの形が「だ・です」
「立派だ」
「見事です」

9 助詞 活用なしの付属語

「で」[格助詞]
「ば」[接続助詞]
「は」[副助詞]
「かな」[終助詞]

10 助動詞 活用ありの付属語
「れる・られる」[可能／受け
身／自発／尊敬]


